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全
国
特
例
市
連
絡
協
議
会
の
平
成
17
年
度
総

会
が
5
月
13
日
、
全
国
都
市
会
館（
東
京
都
千
代

田
区
）で
開
か
れ
、
全
国
40
の
※特
例
市
の
う
ち
、

32
市
の
市
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

全
国
特
例
市
連
絡
協
議
会
は
、
平
成
12
年
11

月
に
特
例
市
指
定
第
1
号
と
な
っ
た
10
市
（
函

館
・
盛
岡
・
小
田
原
・
大
和
・
福
井
・
甲
府
・

松
本
・
沼
津
・
四
日
市
・
呉
の
各
市
）が
集
ま
り
、

『
特
例
市
相
互
の
連
携
の
も
と
、
特
例
市
の
行
財

政
の
円
滑
な
運
営
お
よ
び
進
展
を
図
り
、
地
方

分
権
を
推
進
す
る
た
め
』
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
に
は
現
在
40
市
が
加
入
し
、
年
1

回
の
総
会
や
総
務
大
臣
と
の
懇
談
会
の
ほ
か
、

地
方
分
権
推
進
部
会
、
財
源
確
保
推
進
部
会
を

開
催
し
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査

研
究
活
動
や
、
国
へ
の
要
望
活
動
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
総
会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や

「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
検
討
会
」
の
設
置

な
ど
が
決
め
ら
れ
た
ほ
か
、
会
長
に
土
屋
侯
保

大
和
市
長
、
副
会
長
に
坂
口
善
雄
吹
田
市
長
、

岡
村
幸
四
郎
川
口
市
長
を
選
出
。
土
屋
会
長
は

「
地
方
分
権
は
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
市
町
村
の

数
が
減
る
な
ど
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
全
国
特
例
市
連
絡
協
議
会
が
地

方
分
権
推
進
の
け
ん
引
役
と
な
る
よ
う
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
協
議
会
を
代
表
し
て
土
屋
会

長
ら
が
首
相
官
邸
な
ど
を
訪
問
。
内
閣
総
理
大

臣
、
総
務
大
臣
な
ど
へ
地
方
分
権
の
推
進
に
関

す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
企
画
政
策
課
総
合
政

策
担
当
、
1（
2
6
0
）5
3
1
8
、

s
e
is
a

ku

へ
。

市
は
、
大
和
市
障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

対

象
▼
法
人
そ
の
他
の
団
体（
個
人
の
応
募
は

で
き
ま
せ
ん
）

指
定
期
間
▼
来
年
4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月

31
日
の
5
年
間

業
務
内
容
▼
障
害
児
者
の
相
談
支
援
と
障
害
者

の
就
労
訓
練
支
援
に
関
す
る
業
務
、
同
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、
市
長

が
必
要
と
認
め
る
業
務

申
し
込
み
▼
8
月
10
日（
水
）ま
で（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
・
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
）に
応
募
書
類
を
直
接
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
障
害
福
祉
課
へ
。

※
7
月
11
日（
月
）午
後
1
時
30
分
〜
3
時
に
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
全
体
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
。
個
別
説
明
も
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
障
害
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.yam
ato.lg

.jp/s-fuku/index.htm

）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
障
害
福

祉
課
障
害
福
祉
担
当
1（
2
6
0
）
5
6
6
5
、

s-fuku

へ
。

市
立
病
院
の
増
改
築
や
、
そ
の
他
運
営
に
関

す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
調
査
・
審
議
す
る
「
大
和
市
立
病
院
運

営
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
定
員
▼
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
／
3

人
以
内

任
　
期
▼
10
月
〜
平
成
19
年
9
月
の
2
年
間

審
議
会
▼
原
則
平
日
の
昼
間
に
開
催

申
し
込
み
▼
7
月
25
日（
月
）（
必
着
）ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職

業
、
応
募
の
動
機
と
市
立
病
院
の
在
り
方
に

関
す
る
意
見
（
8
0
0
字
程
度
）
を
明
記
し
、

郵
送
で
〒
2
4
2-

8
6
0
2
市
立
病
院
総
務

課
へ
。

※
同
審
議
会
は
、
ほ
か
に
大
和
市
医
師
会
か
ら

の
代
表
な
ど
、
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
結
果
は
、
9
月
上
旬
ま
で
に
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
立
病
院
総
務
課
庶
務
調
整

担
当
1（
2
6
0
）0
1
1
1
、

b-soum
u

へ
。

全
国
特
例
市
連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

会
長
に
土
屋
市
長
を
選
任

※
特
例
市：

平
成
12
年
に
創
設
さ
れ
た
、
人
口
20
万
人
以

上
の
市
を
対
象
と
す
る
分
権
推
進
の
核
と
な
る
都
市
制

度
。
一
般
の
市
よ
り
も
多
く
の
事
務
権
限
が
与
え
ら
れ
、

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

大
和
市
障
害
者
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
募
集

市
立
病
院
運
営
審
議
会
委
員
を
募
集

松本総務大臣政務官へ要望書を提出
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育
て
て
い
こ
う
市
民

み

ん

な

の
自
治

大
和
市
自
治
基
本
条
例
が
ス
タ
ー
ト

大
和
市
自
治
基
本
条
例
の
施
行
に
ち
な
み
、

5
月
21
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

大
和
市
自
治
基
本
条
例
施
行

育
て
て
い

こ
う
市
民

み

ん

な

の
自
治
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
和
市
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る
会（
太
田
善

夫
会
長
・
以
下
、
つ
く
る
会
）と
市
の
共
催
で
行

わ
れ
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
始
め
に「
大

和
市
自
治
基
本
条
例
が
で
き
る
ま
で
」と
題
し
た

ス
ラ
イ
ド
を
上
映
。
つ
く
る
会
の
発
足
か
ら
同

条
例
施
行
ま
で
の
※Ｐ
Ｉ
活
動
の
よ
う
す
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
明
治
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
村

上
順
教
授
が「
分
権
時
代
と
自
治
基
本
条
例
」を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た
あ
と
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
へ
。
古
木
勝
治

か
つ
は
る

市
議

会
議
長
、
県
立
大
和
高
校
3
年
大
崎
舞
子
さ
ん
、

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
牛
山
久
仁
彦
助
教
授

（
つ
く
る
会
学
識
経
験
者
メ
ン
バ
ー
）、
太
田
会

長
、
土
屋
市
長
の
5
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、「
自

治
基
本
条
例
に
対
す
る
評
価
と
こ
れ
か
ら
」な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
中

で
も
、
大
崎
さ
ん
の「
だ
れ
も
が
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。
わ
た
し
は
そ
の
仕
組
み
を
つ
く
る

と
こ
ろ
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
い
う
発
言
に
は
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

市
は
今
後
、
住
民

投
票
条
例
、
市
民
参

加
条
例
な
ど
を
策
定

し
、
真
の
市
民
自
治

を
推
進
す
る
た
め
の

具
体
的
な
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

住
宅
防
音
工
事
の
助
成
は
、
航
空
機
騒
音
の

防
止
・
軽
減
を
図
る
た
め
の
周
辺
対
策
と
し
て
、

防
衛
施
設
庁
が
「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
実
施
し
て

い
る
事
業
で
す
。
こ
の
た
び
、
約
20
年
ぶ
り
に

厚
木
基
地
周
辺
の
住
宅
防
音
工
事
対
象
区
域（
第

一
種
区
域
）の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
見
直
し
は
、
昭
和
61
年
9
月
に
区
域
が

見
直
さ
れ
て
か
ら
約
20
年
が
経
過
し
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ

の
大
部
分
が
硫
黄
島
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
航

空
機
の
騒
音
状
況
に
変
化
が
あ
る
こ
と
や
、
平

成
14
年
7
月
に
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
環
境
整

備
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
か
ら
、
計
画
的

に
騒
音
度
調
査
を
行
い
、
区
域
の
見
直
し
を
図

る
旨
の
提
言
を
受
け
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
国

が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
国
か
ら
平
成
15

年
度
お
よ
び
同
16
年
度
に
実
施
し
た
騒
音
度
調

査
結
果
の
概
要
や
、
第
一
種
区
域
の
イ
メ
ー
ジ

図
な
ど
が
周
辺
自
治
体
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

厚
木
基
地
周
辺
で
は
、
第
一
種
区
域
内
に
あ

る
昭
和
61
年
9
月
10
日
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
住

宅
が
防
音
工
事
助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
見
直
し
に
併
せ
て
、
告
示
日
後
住

宅（
昭
和
61
年
9
月
11
日
以
降
に
建
設
さ
れ
た
住

宅
）を
対
象
に
、
防
音
工
事
を
順
次
実
施
す
る
方

針
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。な

お
国
は
、
告
示
に
向
け
て
作
業
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、
対
象
区
域
の
詳
し
い
図
な
ど
は

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
大
和
市
基
地
対
策
協

議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
内
全
域
・
全
家
屋
を

防
音
工
事
の
対
象
と
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
対
象
地
域
の
拡
大
を
含
め
た
住

宅
防
音
工
事
の
拡
充
を
国
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

※
住
宅
防
音
工
事
の
助
成
は
、
国
が
実
施
し
て

い
る
事
業
で
す
。
詳
し
く
は
、
横
浜
防
衛
施

設
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
国

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.d
fa
a
.

g
o.jp/yokoham

a/yokoham
akyoku.

htm

）で
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
防
衛
施
設
局
施
設
対
策

第
4
課
1
0
4
5（
2
1
1
）7
1
1
3
へ
。

住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域
が
見
直
さ
れ
ま
す

は各課のEメールアドレスです。表示したアドレスの後に「@city.yamato.lg.jp」を続けてください。
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

大
和
市
自
治
基
本
条
例
施
行

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
市
民
が
つ
く
っ
た

ま
ち
の
憲
法
」
を
発
刊

※
Ｐ
Ｉ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
）：

「
案
」

を
つ
く
る
段
階
か
ら
市
民
が
意
見
表
明
で
き
る
機
会
を

設
け
、
市
民
相
互
の
議
論
を
経
て
合
意
形
成
を
目
指
す

手
法
。

大
和
市
自
治
基
本
条
例
制
定
の
集
大
成
と
し

て「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
市
民
が
つ
く
っ
た
ま
ち
の

憲
法
〜
大
和
市
自
治
基
本
条
例
が
で
き
る
ま
で
」

を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
市
民
、
市
議
会
、

市
長（
行
政
）の
三
者
の
協
働
に
よ
り
、
大
和
市

自
治
基
本
条
例
が
で
き
る
ま
で
の
、
3
年
間
の

紆
余

う

よ

曲
折
を
つ
づ
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
地
域
を
対
象
と
し
た
意
見

交
換
会
や
、
つ

く
る
会
内
部
の

会
合（
合
計
開
催

数
1
9
5
回
）

な
ど
を
通
じ
て
、

条
例
素
案
策
定

の
中
心
を
担
っ

た
つ
く
る
会
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
ぶ
り
が
伝
わ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A
5
判
、
2
2
3

、
1，
8
0
0
円（
税
込

み
）。
一
般
書
店
お
よ
び
市
役
所
地
下
売
店
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
分
権
強
化
推
進
担
当

1（
2
6
0
）5
3
5
9
、

bunken

へ
。

ペ
ー
ジ




